
 

第337回例会 2月16日(火)AM7:30～8:30 オークラホテル4F平安の間 

■司会:山本 英夫 ■点鐘:小粥 勝好 ■ロータリーソング:R-O-T-A-R-Y 

■ゲスト；松本 大地 様 

チラシ片手に 

スマイルの田中紀春さん 

スマイル報告 

秋山雅弘；浜松ＪＣが明日(2/17)19：

00～ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ浜松に於いて TV鑑定団

でお馴染の北原さん、フェラリーのﾃﾞ

ｻﾞｲﾅｰ奥山さん、浜松ＪＣ山崎理事長

をパネリストとしてパネルを開催。パ

ネルの司会は気を使うので嫌いです

が『Ｎｏ』と言えず引受ました。入場

無料。気軽に聴きに来て下さい(近藤さ

んが先週ｽﾏｲﾙ)秋山雅弘；3/2(火)19：00

～ｱｸﾄ・ｺﾝｸﾞﾚｽｾﾝﾀｰ 21 会議室で静岡ﾆｭ

ｰﾋﾞｼﾞﾈｽ協議会(SNBC)のセミナーが開

催。講師は県立大学の奥村先生。日本

ベンチャー学会・副会長である奥村氏

の話は興味深いと思います。(原田道子

さんが先週ｽﾏｲﾙ)田中紀春；3/22(祝)ｱｸ

ﾄ・大ﾎｰﾙで日本青少年交響団特別演奏

会が開催。トヨタ自動車の社会貢献事

業で今回 26 回目となります。入場無

料(整理券が必要です)ご希望の方は

田中迄ご連絡を。山本英夫；2/23(火)

パソナ浜松と共催で「小倉昌男 経営

学」読書勉強会を開催。定員 10 名 

 

１．２/２７（土）は、静岡第 7 分区 IM です。出席

確認が取れていない方が数人います。再度確認を

させて頂きます。バスでご参加の方は、グランド

ホテル浜松を８：３０出発です。 

２．２/２３（火）は、第８回理事会の開催日です。

議案が未提出の方は早急に提出して下さい。 

 

89中57名64.04% 

前々回修正出席率 75.28% 

NHK ﾃﾚﾋﾞでショッキングな放送を見ました。『ランド・

ラッシュ』いわゆる他国で土地を借り作物を作り自国に

輸出する事。日本と同じ食料自給率が 30～40％の韓国で

は、3 年前に食料危機があった時から国家戦力として始め

たそうです。2050 年には今の人口 68 億人が 90 億人にな

り、約 25％の食糧危機が起こると言われてます。そんな

事にならない為に今から手をうっておきたいものです。 

 
委員会報告 

加藤ひとみ；(ｸﾗﾌﾞ広報委員会・会報

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ部会)年度当初にお知らせ&

お願いをしました通り、週報作成に

あたり再度のご協力依頼です。 

委員会報告、同好会報告、その他

報告そして担当された例会の内容

について原稿をご提出頂きます様

お願いします。報告事項につきまし

ては、スマイル同様に当日、既定の

書類に書き報告後にご提出下さい。

担当された例会の原稿は、電子デ

ータで事務局へメール送信をお願

いします。〆切は開催された例会日

の金曜日迄です。 

 

 

 

 

浜松市役所市長室で以前紹介しま

した「認知症になるとなぜ不可解な

行動をとるのか」の本を百冊、市長

の立会いでキャラバンメイト協議会

に贈呈しました。クラブからは、塚田

委員長、池戸社会奉仕プロジェクト

リーダー、広報の田渕さん、会長、

幹事の計五人が出席。市側からは

加藤ひとみ委員長より 

週報作成につき再度のご協力依頼 



 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 松本 大地 様 

『 次世代街づくりは、人と街と商いのリンケージ 』 

プロフィール 松本大地さん 

1952年 神奈川県生れ 

    山一証券、鈴屋にて金融＆流通の実務を経験 

1988年 丹青社入社。商業施設の企画、設計、施行プロジェクト・マネ

ージャー担当 

2005年 ＳＣマーケティング研究所・所長に就任。数多くのショピング

センターや駅ビル開発の推進、新業態開発づくりを手掛ける 

2007年 商業マーケティング、業態開発などを専門とする(株)商い創造

研究所を東京都千代田区神田佐久間町に設立し、代表取締役に

就任。 

地方自治体での街づくりアドバイサー、小売店、デベロッパー

のコンサルティングから全国での講演、大学での講義、執筆活

動を行う 

 

日本の街が元気になるには、これしかないのではないかと言う事で「次世代の街づくりは、人と街

と商いのリンケージ（連携）」人が元気になる、街が元気になる、そして商いが元気になると言う話

をしたいと思います。 

今回は、代表的な事例として私が１９９７年から研究を続けております米西海岸オレゴン州に位置

するポートランド人口約５６万人 （都市園２２６万人）のお話をさせて頂きます。 

豊かな自然と都市性とが調和し「環境共生都市」として脚光を浴びています。全米で最も暮らして

みたい街、最も優れた自転車の街、歩行者に優しい街、クリエイティブで意欲あふれる人が向かう街、

など数々の街づくり賞に輝き、 毎週５００人の新しい住民が誕生し、それも２１歳から３５歳の働

き盛りの若年層が急増している街です。 

美しい環境や暮らしやすさを維持する為、市民は街づくりへの関心が高く、多くのＮＰＯやボラン

ティアによる強い絆の社会関係資本が構築されていて、長期的な未来に影響を及ぼす行動への責任を

明示し、公共交通機関やゴミの削減やリサイクルやリユースを促進する持続可能な生活の規範が作ら

れ、将来への希望が持てる都市づくりの基本が存在します。 

本日の資料 

スマイルの秋山雅弘さん 講師 松本 大地 様 


